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危機管理、事業継続マネジメント（BCM）、図上演習、防災計画

災害時に必要とされる業務（避難誘導や安否確認、被害調査等）は、日常の業務とは

異なる内容であり、業務量も増大します。さらに、業務を行う環境は、建物、設備の被

災やライフラインの停止により、不便で困難な状況となります。災害前から、防災計画

や事業継続計画（BCP）、様々な演習・訓練等の対策が大切です。

本研究では、これまでの災害・危機における調査研究から得られた自治体や企業の

災害対応や事前対策の教訓を元に、個々の組織の特徴・実態を踏まえた防災計画や

マニュアル、訓練等の対策を、自治体や企業等と共同で開発・実践し、その効果を検

証します。

これまで多くの自治体や国、企業等に協力して、災害対応の検証や研修・訓練などを行ってきました。2020年度には兵庫県丹波市の幹部職員

向け実働訓練を共同で企画・実施し、2024年、2025年には兵庫県洲本市に協力して幹部職員向け図上演習を企画・実施いたしました。また、

企業に対しても、2021年度に事業継続計画・災害対応マニュアルの策定支援を、2024年度には防災訓練の助言を行った実績があります。

自治体や企業に関する研究を中心に行っていますが、その研究成果や防災計画・訓練の手法等は、医療機関や福祉施設など様々な組織に応

用可能です。また自然災害だけでなく、感染症対策を含めたオールハザード型の危機管理手法の研究にも取り組んでいます。
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